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瞬．

　　　地球の！縣のために現はれる一随．多．くは恒星界の諸天骨の覗差を冒ふ．

　　　地球の野稗のために現はれる視差．一般に太陽系中の諸天騰に見えるのみ・
1593．天艦から地球の赤道半弓を見た角度．天秘の口角によって遜化することは勿論・

1594二重星（殊に注星）の軌道から，力學的に星の下墨を假謝して算定した覗差・

1595　二つの天骸の覗ヂの差をいふ．
　　　地不線上に見える天麟の覗左で，その時それを地球中心から見る位置との差．1596
1597　いろいろ規定の下に計算した碗差．「例へば光度，分光帯，質量等から間接に計算す

　　　星群の個々の星の硯チから平均したもめ．1598
1599画聖として算定：された硯差．之は計算方法や品定等の都合から現はれる結巣である

ユ600比較星に比べた相封的な覗差．之れに比較星の潮差を加へると絶劉覗差を得る・

1601太陽系の永久漸進運動のために現はれるもの．
　　　戸の分光帯の研究から暫出され7評　．一種の仁定蛍雪である．1602
1603星の三ノ〕測量の原理から算1出されtこ最も本1・勧なπ睡で，1832年頃から始まつt：・

　　　太陽から地球の赤道を直角に見た時の再．パリ會議では8．”80，エロスから8・nigcO．1604
．1605恒星から地球軌道の長牛裡を直角｝：、尉萄の角．例へばセ〃ウ1・座α星は0！’758

1606　月から地琢の赤道を直角に見ナこ時の角．ブラウンによると雫均57to2・”70・

1607．ｨ理實験上，光學的に現はれる覗差．
1608・撒誉詞；和上に便宜のため用みる．薮．
1609恒星思差1｛1に相當する距離．’308400億キロ，206265天丈寧位，3・259光年・

1610　迂動ずる経路．別に軌道などいふ語もあるから，天丈上一般には用ひない・
1611・地球の大氣中を流星が飛行する経路．成層圏強土では軌道・同じだか，以下では別

1612二重星を言ふ俗語である．
1613光塁上，偶然に二重星として見えるもの．
16T4殉難にニヲ星として，二つの星が相關潔してるるもの．蓮星とも言ふ・．

1615部分．器械や設備等の一部分．
1616器械の一’i部で，レツズや鏡面の如き光學部を除いナこ部分を言ふ・

1617、レンズや鏡面の如き光知的な部分．
1618地球や月の背後に於いて日光が一邦分だけ遮ざられた空間．
1619太陽黒鮎の一部で，． ﾅも中心的な最暗部を圏み，多少明るみのある部分・

1620時計などに見る如き振子装置．
1621週期が温度等のナこめに攣らないやう，重心を調節した装置の振子・

　　　牟秒時に一振りする振子．重心までの長さは約25センチ．1622
16231秒時に＿振りする振子．長さ約1メ1トルで，天文塁の標準振子時計は多く凝れ

1624　水銀の膨脹で重心を不纏にした振子．
1625二：重星（注星）等に於いて，楕圓軌道上，件星が運星に最も近づく黙・
1626月が軌道一しに於いて地球に最も接近する塾昔は太陽や諸遊星にも此の語を用ひアニ

1627遊學や彗星の軌道土に於いて，それが太陽に最も接近する黙．
1628天国が軌道上を一公黙する時間，ヌ，一般に現象の繰り返される間の時間・

1629概略の週期．（週期は軌道要素中最も定めにくいものの一つである・）

1630昇旗階（や降度黒占）を再び通過する期間．
1631長短は常識上の箇別であるが，攣星．は10σ日以上を長週期と言ふ・

1632　ミラ型其の他多少攣動ずる週期の亭均．ヌ，一般に週期の4均値．

1633接燭軌道の要素としての週期．
　　　　　　　　　　　三韓の週期．1634　悼んで宇の賜り，
1635バビロニヤの昔しから傳はる日月蝕の週期．太防滴で言へば18年11日＝　6585・3日＝
1636木星族の如き彗星軌道．叉，攣星や蓮星などにも週期の短かいもの．L223朔望月・

1637恒星（多くは假想的の）を基準として算出した週期．正味の蓮動週期を示す・
1638　エジプトの古暦で暦を季節が一周する年撒．1460年．一年を365．0日としたため生ず．

1639　太陽及地球と同じ三角關係の起る週期．例へば新月や浦月，樹衝，會合等の週期・

1640天文上では週期を観察決定することが古來最も重要で，」又最も精密に行はれナ＝・


